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〈小学校算数〉 

算数科における知識・技能を活用する力を育む学習指導 

－視点を明確にした対話型授業の展開を通して－ 

 

うるま市立平敷屋小学校 教諭 仲本真朝     

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

わが国の子どもたちには，PISA をはじめとする国際調査の結果から，基礎的・基本的な知識・技能

は身に付いているが，思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式の問題，知識・技能を活用す

ることに課題があることが明らかになった。PISA の学力調査の視点が，「生きる力」と軌を一にする

ことから，「思考力・判断力・表現力を含む読解力」や「知識・技能を活用する力」の育成が大きな

課題となってきた。 

  算数科においては，学んだ知識・技能を進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てることが

大切であり，算数科の学習で身に付けた力を，日常生活や他教科の学習のみならず，より進んだ算数

の学習に活用していくことが重視される。 

  本校では，これまで算数科における学び合う学習活動を通して「確かな学力」の向上を目指し，実

践を積み上げてきた。そのことにより，学習意欲の向上や思考の広がり，児童相互の関わり合う力の

高まりを実感できるようになってきた。しかし児童への意識調査からは，「話すことは好きだが説明

することが苦手」，「話し言葉では説明できるが文章での説明が苦手」等，「筋道を立てて考える力」

や「要点をおさえ，簡潔にまとめる力」に課題があることが明らかになってきた。平成 21 年度の県

到達度調査の結果からも，活用問題において正答率が県平均を下回っており，特に記述式や活用に関

わる問題の正答率が低くなっている。この課題解決のためには，基礎的・基本的な知識・技能の定着

を図り，活用できる知識・技能にまで高めていく指導方法の工夫改善が必要である。 

   本研究においては，「算数の学習における活用」に焦点を絞り「活用する力」を「学んだ知識・技

能を活かして考える力（思考力・判断力・表現力）」ととらえ研究を進める。算数科は他の教科に比

べ系統性の強い教科であり，算数の授業はもともと「問題解決」の授業である。問題を解決するため

には，児童が学んだ知識や技能を活用し，新たな知識を構築していく。しかし，実際の授業では，学

んだ知識・技能を活用して課題を追究する子も一部には見られるが，知識・技能のつながりを意識し

ていなかったり，活かし方がわからない子が多い。知識・技能を活用するためには，学習しているこ

とに，学んだ知識や技能を活用していることを意識させる指導の積み重ねが重要であると考える。 

そこで本研究においては，問題解決の原動力となる“学んだ知識・技能”を意識させる対話，他者

と自分の考えのつながりを明確にする対話を通し，知識・技能を活用するよさや数理的な処理のよさ

を感じとらせることで，学んだ知識・技能を活用する力を育みたいと考えこのテーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究目標 

 算数科において，学んだ知識・技能を活用するよさを感じとらせる学習の工夫を通して，習得した

知識・技能を活用する力を育む学習指導の方法について研究する。 

 

Ⅲ 研究仮説 

1  基本仮説 

互いに考えを説明し合う場において，既習とのつながりを明確にすることによって，既習事項を

活用して課題を解くよさを感じとることができ，知識・技能を活用する力を育むことができるであろ

う。 

2  具体仮説 

（1）問題把握の場で，既習事項について視点を明確にした対話を行うことにより，既習とのつなが

りがわかり，学習の見通しを立てることができるであろう。 

（2）集団解決の場において，活用した考えを明確にした対話を行うことにより，筋道を立てて考え

ることができ，既習事項を活用するよさを実感することができるであろう。 

（3）まとめ，振り返る場において，既習事項を活用した自分の考えのよさや友達の考えのよさを振

り返ることにより，学んだことを学習に活かそうとする意欲を持たすことができるであろう。 



- 61 - 

 

Ⅳ 研究の全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本研究の授業モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

予想・仮説 

今日的教育課題・改善の方向 

○子どもを取り巻く社会環境の変化 

○コミュニケーション能力の低下 

○数学的リテラシーの低下傾向 

○PISA の学力観から見える学力の低下 

目指す児童像 

①既習事項を根拠に言葉や式，数，数直線などを使って問題を解決しようとする児童 

②日常生活の中で，身に付けた知識・技能，考え方を「役に立てよう」と常に考える児童 

研究テーマ 

算数科における知識・技能を活用する力を育む学習指導 

－視点を明確にした対話型授業の展開を通して－ 

研究仮説 

 互いに考えを説明し合う場において，既習とのつながりを明確にすることによって，既習事項を活用

して課題を解くよさを感じとることができ，知識・技能を活用する力を育むことができるであろう。 

具体仮説① 

 問題把握の場で，既習事項に

ついて視点を明確にした対話を

行うことにより，既習とのつな

がりがわかり，学習の見通しを

立てることができるであろう。 

具体仮説② 

 集団解決の場において，活用

した考えを明確にした対話を行

うことにより，筋道を立てて考

えることができ，既習事項を活

用するよさを実感できるであろ

う。 

具体仮説③ 

 まとめ，振り返る場において，

自分の活用した既習事項や友達

の考えのよさをふり返ることに

より，学んだことを活かそうと

する意欲を持たすことができる

であろう。 

基礎研究 

検証授業 

活用する力とは 

数学的な考え方・態度 

習得・活用・探究 

仮説の検証 

対話とは 

対話型学習とは 

活用とスパイラル 

アンケートの実施 

メタ認知能力 
うるま市実践９項目 

情報を整理・選択する力・関連付ける力 

情報の整理・選択 既習事項とつなぐ 

見通しを立てる。 

実感を伴った理解

理科い 

一般化 生活への意識 算数日記 明瞭・簡潔・一般

化 

式を読み取る 

まとめ・ふり返り 練り上げ・討論 

基礎的・基本的事項（既習）の活用・処理 

適用・発展 

ペア 

全体 グループ 

既習とつなぐ 

よさを見つけ出す力・評価、改善する

力 

数学的な考え方・数学的な態度 評価・改善する力 

考えを読み取る 

算数的活動 既習事項の活用 

学び合い 

自力解決 導入 

児童の実態 

○考えを伝えようとする姿勢が強い 

○算数への学習意欲は高い 

○根拠を明らかにして説明することが苦手である 

○文章での説明が苦手である 
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Ⅴ 理論研究 

1 活用する力について 

今回の学習指導要領改訂では，基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得と，これらを活用して

問題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力の育成が求められている。しかし，これは基礎

的・基本的な知識・技能を習得してからそれを活用するという時系列で学習を進めるのではない。算

数科は系統性が強い教科であることから，基礎的・基本的な事項を習得する際にも既習事項を活用し

ており，習得と活用が繰り返し行われて算数の授業が成立していると考える。 

さらに算数科においては，基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得とともに，それを活用する

ことによって算数・数学を学ぶ意義や有用性を実感させ，学習や生活に学んだ知識技能を活用しよう

とする態度を育てることを重視している。 

田中耕治（2010）は，「『活用』を裏付け，『活用』に転化する習得の在り方が，まずは保障されな

くてはならない」としている。これは「知識・技能」の意味内容を豊かにした「習得」でなければな

らないということである。学んだ知識や技能を活用する現実の生活は，本来情報過多（又は情報不足）

であり，問題解決の際にそれが必要な情報か否か考え，判断しなければならないため，活用する知識・

技能の広く深い意味理解が必要となってくるからである。 

小島宏（2008）は，活用力・応用力は，「既習事項（知識・技能，考え方，学習経験）や必要な情

報を取り出して，生活や学習の問題を解決することである。」とし，既習事項や情報を駆使して問題

を解決する学習を重視している。また片桐重雄(2004)は，「数学的な考え方は，それぞれの問題解決

に必要な知識や技能に気づかせ，知識や技能を導き出す力である。」とし，数学的な考え方の中の一

つとして知識や技能を導き出す力をあげている。そこで本研究においては，知識・技能を活用して問

題を解決する思考力・判断力・表現力を数学的な考え方と同義として捉える。 

    

（1）数学的な考え方と活用する力 

片桐は，問題解決の際に「必要な知識や技能に目を向けさせる原動力になるものが必要である。

とし，この原動力が数学的な考え方であるとしている。「～大切なのは，既習のこれこれの知識

や技能を使うとよいだろうということに『どうしたら気づくか』である。また新しい知識や技能

を『必要だと感じるか』，『そのようなものを使いたいとか使ったらよいだろうということへ見

通しが持てるか』である。」と述べている。これは，本時と既習の内容を関連付けて考える力，

さらには解決への見通しをもつ力ととらえることができる。 

片桐は数学的な考え方を「数学の方法に関係した数学的な考え」，「数学の内容に関係した数

学的な考え方」，さらにこれらの数学的な考え方を生み出す背景となる考え方となる「数学的な

態度」に分け下記のように整理している。 

本研究では，片桐の説を踏まえ数学的な考え方を，児童が既習の知識や技能から必要なものを

選び出し，それを活用してよりよい解決方法を求めようとする力ととらえる。 

 

(2) 数学的な考え方の内容 

【数学の方法に関係した数学的な考え方】 

①帰納的な考え方 ②類推的な考え方 ③演繹的な考え方 ④統合的な考え方 ⑤発展的な考え方 

⑥抽象的な考え方 ⑥単純化の考え方 ⑦一般化の考え方 ⑧特殊化の考え方 ⑨記号化の考え方 

【数学の内容に関係した数学的な考え方】 

①単位の考え ②表現の考え ③操作の考え ④アルゴリズムの考え ⑤概括的な考え ⑥基本的

性質の考え ⑦関数的な考え ⑧式についての考え 

【数学的な態度】 

① 自ら進んで自己の問題や目的・内容を明確に把握しようとする。 

ア 疑問の目を持って見る。 

イ 問題意識を持っている。 
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問題解決的な学習過程の各過程で，主にどのような数学的な考え方（方法・態度）が必要なのかに

ついて，片桐の著書から抜き出し整理した。 

学習過程 必要とされる数学的な態度 主な数学的な考え方 

1 問題把握 ①自己の問題を明確に意識しようとする態度 

③明確に簡潔に，場面を表現しようという態度 

抽象化・記号化 

2 解決の見通し ②筋道を立てて考えようとする 

②イ見通しを立てようとする 

類推的・特殊化・記号化・

具体化・単純化・ 

3 

問題解決  

自力解決 

 

②筋道を立てて考えようとする 

②ウ使える資料や既習事項，仮定に基づいて考えようとする 

類推的・帰納的・演繹的 

集団解決 

 

②より筋道立ったものにしようとする 

②アより目的に合った行動をしようとする 

④よりよい解法を求めようとする 

演繹的・一般化 

4 適用・媒介化・発展 ④自分の解決の仕方に自信をもち，よりよい解法を見つ

けようとする 

④ア思考を対象的思考から，操作的思考に高める 

④ウもっと思考労力を節約できないか考えようとする 

④イ自他の思考を評価し，洗練する 

発展的・統合的 

 

5 まとめ・ふり返り ④イ自他の思考を評価し，洗練する 統合的 

 

（3）活用する力として子どもたちにつけたい力  

① 全国学力・学習状況調査，問題作成の観点から 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査Ｂ問題作成の観点として，上記の 4つの視点があげられている。 

上記の 4つの視点を片桐の「数学的な態度」と照らし合わせてみると，「Ａ 物事を数・

量・図形などに着目して観察し的確にとらえること」，「Ｂ 与えられた情報を分類整理し

たり，必要なものを適切に選択したりすること」は，①「自ら進んで自己の問題や目的・内

容を明確に把握しようとすること」であると捉えることができる。 

ウ 生活や社会の中から数学的な問題を見つけようとする。 

② 筋道の立った行動をしようとする。 

ア 目的を捉え，それに合った行動を取ろうとする。 

イ 問題に含まれる既知事項や条件，既習事項や既有経験，使える資料や情報，仮定に基づい

て考えようとする。 

ウ 関係づけて捉えようとする。 

エ 見通しを持つ。 

オ 筋道立てて考えようとする。 

③ 内容を簡潔明確に表現しようとする。 

ア 図や文，式などに表現しながら解決の手掛かりを得ようとする。 

イ 解決の仕方や結果を，根拠をあげて明確・簡潔に記録しようとする。 

ウ 解決の仕方や結果を相手にわかりやすく明確・簡潔に伝えようとする。   

④ よりよいものを求めようとする。 

ア 思考を対象的思考から操作的思考へ高めようとする。 

イ 自他の思考を交流し，評価し合い，より良く洗練しようとする。 

ウ 思考や労力をなるべく節約しようとする。  

Ａ 物事を数・量・図形などに着目して観察し的確にとらえること 

Ｂ 与えられた情報を分類整理したり，必要なものを適切に選択したりすること 

Ｃ 筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること 

Ｄ 事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすること 
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「Ｃ 筋道を立てて考えたり振り返って考えたりすること」は，②「筋道の立った行動をし

ようとする態度」と捉えられる。片桐は，「筋道の立った行動をしようとする態度」につい

て，「個々のものを孤立的に考えるのではなく，これが他のものとどんな関係にあるのかと

いったように，他と関係づけて考えようとすること」であるとし，「確かな根拠から判断し

ようとしたり，自他の思考過程に飛躍がないか反省しようとすることである」としている。 

「Ｄ 事象を数学的に解釈したり自分の考えを数学的に表現したりすること」は，主に，①

「自ら進んで自己の問題や目的・内容を明確に把握しようとする態度」，②「内容を簡潔明

確に表現しようとする態度」であると捉えられる。 

 

② 心理学からみた活用力 

学習心理学や認知心理学の分野では，学習したことを他の新しい学習に活用することを「学

習の転移」と呼んでいる。森敏昭によれば，学習の転移が起こり，子どもたちの「活用力」を

育成する条件として次の 4つを挙げている。 

ア 理解を伴う学習 

学習の初期段階では，基本的な概念を理解し，既有の知識と教材を結びつけることが重要

であり，教材の意味がよくわかるように十分に時間を設けることが重要である 

イ 既有知識に基づく学習 

「学習内容の意味を良く理解させるためには，学習内容を子どもたちの既有の知識と関連

づけるように指導することが大切である」そのために教師は「子どもたちの思考過程を子ど

もたちにも見えるような形で呈示することによって，子どもたちが自ら既有知識を教科学習

の知識体系と整合的に関係づけるように指導する必要がある」とし，学習指導の効果を上げ

るために既習の知識と学習内容の関連づけを重視している。 

ウ 領域固有の知識から抽象的な知識へ 

「ある課題を特定の文脈で学習するのは容易でも，それを他の文脈に転移するのは難し

い。」これは学習する際に，獲得した知識を他の文脈の問題で用いたり，他の適用例を示す

ことで，獲得した知識を柔軟に活用する事ができるとしているのである。そのための具体的

方法として，ある課題を特定の文脈で学習させた後，「もし～だったなら」「もし，この問

題のこの部分が違っていたらどうなるか」と考えさせることによって，思考の柔軟性を高め

ることができるとしている。 

エ メタ認知能力の育成 

「子どもたちを学習したことの説明，精緻化，モニタリングができる自立した学習者に育て

る」 

（4）活用する力を育成するための視点 

本研究においては，下の5つを育てたい「活用する力」の視点と捉え研究を進める。 

・情報を整理・選択する力…必要な情報とそうでない情報を取捨選択する力  

・既習の知識や技能を関連付ける力…新しい学習課題と既習の内容を関連付けてとらえる力 

・解決への見通しをもつ力…問題解決するために活用できる既習事項を見つける力 

・数理的な処理のよさに気づく力…よさに気づき，よりよい解法を見つけ出す力 

・自己評価・改善する力…反省的思考，自己評価する力，メタ認知能力 

 

（5）活用する力と学び直し（スパイラル） 

算数科は系統性の強い教科であり，学習が既習の知識や技能を活用しながら発展的に進められ

ていることに教科の特徴がある。学習したことを基にして，新たな問題を解決していく過程では，

基礎・基本となる既習の知識や技能を繰り返し活用することになる。 

田中は「『活用』という学力の発展性をめざすには，『学び直し（知の洗練化）』や『まとめ直

し（知の総合化）』といった指導を丁寧に組み立てる必要がある」としている。これは既習の知

識や技能を繰り返し活用することが，既習の内容の理解をより一層広げ，深めることにつながり，

洗練されていくものであると考える。今回の学習指導要領においても「発達や学年の段階に応じ

た反復（スパイラル）による教育課程により，理解の広がりや深まりなど学習の進歩が感じられ

るようにすること」が重視されている。活用することは，既習の学び直しという意味において，

基礎的基本的な内容の習得を深める一面ももっていると考える。 
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2 対話型授業 

（1）対話とは 

学習指導要領解説では，思考力と表現力について，「～考える能力と表現する能力とは互いに

補完しあう関係にあるといえる。考えを表現する過程で，自分の考えの良い点に気づいたり，誤

りに気づいたりすることがあるし，自分の考えを表現する事で，筋道を立てて考えを進めたり，

よりよい考えを作ったりできるようになる。」とし，確かな学力の育成においては，他者と関わ

り互いに考えを伝え合い，ともに学び合うことが大切であるとしている。 

秋田喜代美(2010)は，「一人ではできない学びが実現できるときに，学習過程の質は深いもの

になる。」とし，学習過程の質を深いものにするためには，それぞれの子の考え方や表現を相互

に活かし合う対話が必要であるとしている。 

「対話的実践」を提唱する佐藤学(2000)は，子どもは単独で学んでいるわけではなく，対象や

教師や仲間，自分自身との対話による相互作用による

「学び」に重要性があると言っている。 

そこで本研究においては，対話を，言語による相互

交流と捉え，児童の思考力を高めるためのてだてとし

て重視する。対話は，多様性をもつ個々の考えを一つ

に整理して，筋道の通った考えに織り上げていく役割

を担うものである。対話による相互作用によって，自

他の考えを理解し合い，ものの見方や考え方を広げ深

め合い，新たな考え方を生みだすことができると考え

る。 

   

（2）対話型学習のとらえ， 

対話による授業を営むために大切なこととして，丸野俊一(2008)は以下の 2 つを述べている。 

・教師は子どもの考え方や見方を尊重し，それらを一つの知的道具や資源として授業の中に取り

入れること 

・答えを出して終わりとする授業ではなく，「問い続ける，考え続ける」過程を大切にする授業

を目指すこと 

本研究では，対話型授業を，子ども同士，または教師と子どもの間での対話を中心に進められ

ていく授業であると捉える。児童の言葉やつぶやきを，課題解決の手がかりとして取り上げ，対

話の中で共有したり，つなげたり，吟味したりしながら授業を構成していく。異なったアイディ

アについて考え対話する中で新たな考えを生み出していく授業であり，伝え合うだけでなく，協

働で知識や理解をつくり上げていく活動を重視する。 

 

（3）豊かな対話が生まれるための条件 

① 「課題とそのための教材」と「多声的な対話」 

秋田は，学習過程の質を保障するために必要なこととして次の 2点を挙げている。 

ア 「課題とそのための教材の保障」 

学習内容の質とその課題を行う時間の保証である。教師から与えられた課題が，どの子に

とっても自らの学習課題として引き受ける質があり，その課題に専念する時間を保証するこ

とが重要であるということである。 

イ 「多声的な対話の保障」 

「各々の子どもが考えて表現したことに対して，教師や周りの子どもたちが相互に応答し

合い，考えていける応答的な感受性が学級にあることが質の保障のためには求められる」と

している。子どもと教師が，どのようにさまざまな声を受け入れ聴き合えるかが，対話を生

み出す為に大切であると述べている。これは「話すこと」とともに「聴くこと」を重視する

ことである。表現された言葉だけでなく，その背景にある子どもの気持ちにも寄りそいなが

ら聴くことで，発言をつなぎ合って考えが深まっていき，知識が統合されていくということ

である。 

 

 

対象との対話

〈世界づくり〉

他者との対話

〈仲間作り〉

自分自身との対話

〈自分づくり〉
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② 対話を豊かにする 

本研究における「対話」は，対話をしている

相手の言葉や気持ちに向き合い，応答し合う直接

的な対話だけではなく，自分以外の他者同士の対

話の内容に対しても，同じように向き合う姿勢が

大切であると考える。  

問題解決的な学習において児童は，それぞれ

のわかり方を表現し，共有しながら協働で知識を

つくり上げていく。その過程では，既習の数学的

な考え方や見方を表現し，共有しながら知識をつ

くり上げていくことになる。活用される既習事項を学び直し，洗練化させ，新たな知識を協

働で構築していくためには，聴き手側の応答の在り方，教師や他の子どもが発言者の言葉を

いかに聴き，応答するのかが大切となってくる。 

つまり，直接的な対話だけでなく間接的な対話にも向き合うことが，対話を豊かにする姿

勢として重要であると考える。 

 

（4）対話を充実させるための視点 

① 対話の視点を明確にする 

 学習指導要領では，思考力・判断力・表現力等を育成するために「考えを表現し伝え合う

などの学習活動」の重要性が述べられている。本研究では，「数学的に表現すること」と「数

学的に表現されたものを解釈すること」に対話の視点をおく。 

 

② 問題解決的な学習過程での対話の視点を明確にする。 

ア 導入…課題に対して明確に自分の考えを持つ対話 

「何が問題になっているのか」，「どこに原因があるか」，「必要な情報はそろっているか」，「何

を手がかりに解決していけば良いか」。教材との対話の中で生まれた「問い」について，クラス全体

で共有すること。 

イ 展開（集団解決）…多様な考えを「認め合う」対話 

  他者の考えや表現を読み取り，協働して理解をつくり上げていくという視点をもつことで，多様

な考え方のよさを認める。 

ウ 展開（集団解決）…本質を探りながら自分の考えを再構成する対話   

明瞭・簡潔・一般（はやく・かんたんに・せいかくに・どんなときも）という視点で「よりよい考

え」を探っていく。 

         

③ 「語り始めの言葉」の重視 

田中博史（2008）は，児童の語り始めの言葉は児童の素直な表現であるとして重視してい

る。語り始めの言葉からは，子どもが，今どのように考えているのか等，子どもの思考過程を

見取ることができる。授業で表出する子どもの発する言葉・つぶやきを取り上げ，その思いや

意味をクラス全員で共有していく。意図的に学習の流れの中に位置づけしていくことで，応答

的な感受性の育成につながると考える。 

「例えば…」自分なりのわかり方に置き換えて話す子ども       

「だって，でも…」友達の考えに関わろうとする子ども 

「まず，それから…」考えている道筋を整理しようとする子ども 

「だったら…」活動の先を考えようとする子ども 

「もしも…」発展を考えたり，ものごとを整理したり，一般化を図ろうとする子ども 

 

④ 思考過程を共有化する発問（知識・技能をつなぐ・わかり直し・まとめ直し，共有化） 

  知識・技能をつなぎ、共有化する発問を、田中の著書をもとにまとめた。 

○「～さんはどう考えたのかな。隣同士でかんがえてごらん」  

○「～さんの考えの続きがわかりますか？」 

○「～さんの考えを，わかりやすく説明できますか？」 

○「～さんの考えは，つまりどういうことですか？」 

 

 

 

 

教師 

子ども 子ども 

 

教材・事象 

対話 間接的な対話 
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3 授業構想について 

問題解決的な学習では，児童は既習事項（知識・技能，考え方など）を活用して考えたり，解決

したりすることが重視される。既習事項の活用を再認識させ，活用することが有用であることを

実感させることが重要である。そこで、以下のように学習過程の中に意図的に対話の場を設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業構想図 

 

 活用する思考力・判断力・表現力 

基礎的・基本的な知識・技能の定着 

活 用 で き る 知 識 ・ 技 能 

自力解決 

 

問題把握 

対話（対象） 

 
ふり返り・まとめ 

自己内対話 

 

集団解決 

対話（他者）・協働 

 

 見通し・仮説 

 

一般化・確かめ問題 

対話（他者・自己内） 

学
ん
だ
知
識
・
技
能
・
考
え
方 

既
有
の
経
験 

未
習
の
知
識
・
技
能
・
考
え
方 

本
時
の
め
あ
て 

学
び
直
し 

ま
と
め
直
し 

活 用 す る よ さ ・ 有 用 感 ・ メ タ 認 知 

思考力・表現力 

思考力・表現力 

豊かな習得 

学習意欲・数学的な態度・支持的風土 

知
の
構
造
化 
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Ⅵ 指導の実際 

 授業実践 2 （5 年生） 

1 単元名「分数(2)」 

2 単元目標 

●分数についての理解を深めるとともに，異分母分数の加法及び減法の意味について理解し，それ

らを用いることができるようにする。[新Ａ(4)ウ] 

3 評価規準〔評価の観点から見た単元の目標と評価規準〕（省略） 

 関心・意欲・態度 数学的な考え方 表現・処理 知識・理解 

 

目 

標 

 

 異分母分数の大小を

比べたり，和や差を求

めたりしようとする。 

 異分母分数の大小比較

の方法や加法・減法の計

算のしかたを考えるこ

とができる。 

 約分や通分ができる。

また異分母分数の加減

の計算ができる。 

 約分・通分の意味，

異分母分数の大小比

較や加法・減法の計

算の仕方がわかる。 

 

4 単元について 

（1）教材観（省略） 

（2）児童観  

① アンケートの結果（省略） 

② 考察  

本研究テーマとの関連で，自分の考えを説明する力について事前テストを行った。設問は

「同分母のたし算の計算方法を説明することができる」である。ほとんどの子が図（液量図）

を用いて説明しようとしていたことから，分数の意味理解において図を基に理解しているこ

とがわかる。「１」をしっかりととらえ，単位分数の何個分と考えている子はすくない。図

や数直線が問題を解決するための手段として活用できるよさを感じとらせる必要がある。 

対話については，「進んで発表することができる」という子は 62％となっているが，81％

の子が「友達に説明することができる」と答えている。これは全体の場での発表は苦手だが，

ペアやグループでの説明はできるととらえることができる。 

数学的な考え方の面からは，「友達の解き方と自分の解き方を比べることができる」とい

う項目では 90％の子ができるとしているが，「いろいろな解き方を見て一番良い方法をみつ

けることができる」の項目は 78％となっている。また「友達の考え方のよさに気づくことが

できる」の項目では，できると答えた子が 72％にとどまっている。以上のことから，集団解

決の場で解き方を比べ，よさを見つける経験が尐ないこと，よさを判断する視点（有用性，

簡潔性，一般性，正確性，能率性）等についての理解が必要であると考える。 

 

（3）指導観 

分数には同じ数を表記する方法がいく通りもあるという特徴に気づかせるために，整数や小数

と比較しながら理解させたい。そうすれば，同値分数を見つけるという活動が児童にとって，新

しい発見となり，分数の持つよさとして感じるであろう。また，さらに通分や約分の理解を深め

ることにもなると考える。 

異分母分数のたし算・ひき算は，4 年生で学習した同分母分数のたし算・ひき算に比べて，つ

まずきが多い。それは，通分して計算することの意味がよくわかっていないためである。これを

解決するためには，通分して計算することを児童自らが発見したように導くことが大切である。

異分母のたし算・ひき算であることを意識させ，既習の同分母ならば計算できるということに気

付かせることである。その際，図を利用して，児童の視覚的な理解を図ることが大切である。 

活用する力との関連からは，「単位の考え」小学校における加法・減法の指導は，この異分母

分数のたし算・ひき算でほぼ終了する。そこで今までの学習をふり返り，共通点を探させてみる

のも価値がある。特に，児童に気づかせたいのは，どの計算においても単位の考えが，もとになっ

ているということである。 

異分母分数のたし算でも，整数のたし算，小数の足し算でも，単位をもとにそのいくつ分かで

大きさをとらえるという考えが共通していることを児童に気づかせたい。そのような活動の場を

設けることで，未習の「分数のかけ算・わり算」などの「数と計算」領域やそれ以外の領域でも

生きて働くと考える。 
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5 授業の実際   

（1）単元の指導の概要 

  学習内容 評価の観点・検証計画 

１ 

分
数
の
大
小
④ 

      
 

         1 ○異分母分数の大小の比べ方
を理解する。 

[考]異分母分数の大小比較の方法を考えることができる。 
[知]同値分数の分母と分子の間にあるきまりについて考え，

同値分数について理解する。 

★検証の視点 仮説①「既習の内容である同値分数を活用すればいいことに気づく」 
       仮説②「同値分数で比較できるわけを説明できる」 
       仮説③「自分のわかり方を文章に書き表すことができる」 

2 ○通分の意味を理解する。 [知]通分の意味がわかる。不等号の意味がわかる。 

3 

検

証

授

業 

① 

○通分の仕方を理解する。 
 

 
と
 

 
を通分しよう。 

[知]通分の仕方を理解し，異分母分数の大小比較ができる。 
[表]通分の仕方を理解し，通分して大小比較ができる。 

★検証の視点 仮説①「倍数，最小公倍数を活用することに気づく。」 
仮説②「通分のためのより良い方法に気づく。」 
仮説③「活用した既習の内容のよさに気づく。」 

 

4 ○約分の意味と約分の仕方を

理解する。 

[知]約分の意味や約分の仕方がわかる。 

[考]簡単な分数をつくる方法を考えることができる。 

[表]通分や約分ができる。 

２ 
分
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算
④ 

5 

 

 

検

証

授

業 

② 

○異分母分数の加法の意味と

計算の仕方を考え，理解する。 

[考]単位をそろえて計算すればよいと考えることができる。 

[知]異分母分数の加法の計算の仕方がわかる。 

[表]異分母分数の加法の計算ができる。 

☆検証の視点 仮説①「同値分数の作り方に気づくことができる。」 

仮説②「異分母分数の加法のより良い方法に気づくことができる。」 

仮説③「既習の内容と本時の内容のつながりがわかる。」 

 

 6 ○答えが帯分数になる加法の

計算の仕方を理解する。 

○帯分数の加法の計算の仕方

を理解する。 

[知]答えが 1より大きくなる場合の加法の計算の仕方がわか

る。 

分母がちがう帯分数同士の加法の計算の仕方がわか

る。 

つぶやき 

仮説②「解き方のよさ」能率性・簡潔性・正確性・一般性の判断 

仮説③既習とのつながり、よさへ

の気づき・活用意欲 仮説①対話により、解決の見通しを立てる 

仮説①対話により見通しを

立てる。通分の確認 

選択した解き方で「確かめ

問題」を解く 根拠となる既習事項の説明 

対話により、Ａ・Ｂ・Ｃの解き方の意味をつくり

上げ、よりより方法を選択する。 
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7 ○異分母分数の減法の計算の

仕方を考え，理解する。 

 

[考]減法の計算を，加法を基にして考えることができる。 

[知]異分母分数の減法の計算の仕方がわかる。 

    答えが約分できるときの処理の仕方や，（仮分数）－

（真分数）の計算の仕方がわかる。 

8 ○帯分数の減法の計算の仕方

を理解する。 

 

[考]仮分数に直したり，整数部分と真分数部分に分けたりし

て，帯分数の減法の計算の仕方を考えることができる。 

[表]帯分数の減法の計算ができる。 

 9 ○既習事項の確かめ [表][知]「通分」「約分」「分数の加法・減法」ができる。 

 

（2）本時の指導（5/9） 

① ねらい 

     異分母分数の，真分数+真分数の考え方や計算のしかたを理解する。 

② 観点別目標（省略） 

③ 本時における活用する力 

同じ単位の個数を表す数字どうしでないとたすことができないことに気づき，通分して単位

を同じにしてから計算すればよいことを説明することができる。 

④ 授業仮説 

仮説 1  問題把握の場で，問題文の同分母分数の加法の場合と比較する対話により，既習の内

容とのつながりに気づき，解決の見通しをたてることができるであろう 

仮説 2  集団解決の場で，図や表で表した解き方を活用した考えとつなげる対話をすることに

よって，筋道を立てて考えることができるであろう。 

仮説 3  まとめ，振り返りの場で，「単位の考え方」につなげてまとめることで，既習の内容と

本時の内容とのつながりに気づくことができるであろう。        

⑤ 展開                    （○成果がある反応 ●課題と思われる反応） 

 学習の流れ（■発問） 予想される児童の反応 教師の主な支援 評価・検証 

導

入 

1 学習課題をつかむ。 

 

 

■どのような式になると思い

ますか？ 

 

 

 

 

○たしざんになる。 

○分母が同じだから，分子どう

しをたせば良い。 

 

 

 

・フラッシュカードで分

子同士をたせばいいこ

とを想起させる。 

 

■・
１

３
ℓと

１

２
ℓの場合は何ℓにな

るでしょう？ 

・板書させ，予想を書かせる。 

・これまでのたしざんとの違

いを明確にさせる 

2 めあての確認 

●
 

 
ℓになる。 

○
 

 
ℓになる。 

○
 

 
ℓにはならない。 

○分母がちがうから同じよう

にはできない。 

●分母の違いがわからない。 

 

・学習の見通しをもた

せ，既習の方法を使っ

て解いていくことを

理解させる。 

・対話の中から，問題に

なっていることを見

つけ出していく。 

 

 

 

 

展

開 

 

3 解き方の見通しを立て

る。 

・自分の予想が正しいか，確

かめる方法を確認する。 

■自分の解き方を分かりやす

く説明しますしょう。 

○分母がちがうのでこのまま

では計算できない。 

○図で考えて説明する。 

○倍数方式で説明する。 

○通分方式で説明する。 

○分数ものさしで考える。 

・同分母分数の加法との

違いをおさえる。 

・図などを用いて操作的

に考える。 

・見通しを持てたか確認

する。 

 

 

 

 

 

 

２つの入れ物に、□ℓと□ℓの牛乳が入っています。これを１つの入れ物にまとめました。

何ℓになったでしょう。 

分母のちがう分数のたしざんの仕方を見つけよう。 

仮説①の検証 

既 習 の 内

容とつなげ、

解き方の見通

しを持ててい

る。 
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 4 自力解決 

・解き方を説明できるように

する。 

（Ａ）方式 

1
2

3
6

→

5
6

＝

1
3

2
6

→

2
6
+
3
6

 

（Ｂ）方式 (Ｃ)方式 

 

 

 

 

・机間指導 

・ヒントカード 

・小黒板に記入 

【考】同分母分

数の計算と同じ

ように，単位を

そろえて計算す

ればよいことを

考えることがで

きる。 

5 集団解決 

・
 

 
ℓの立場の人たちから説明

させる。 

・分母がちがうと計算できな

いことに気づかせる。 

・
 

 
ℓの立場の説明。 

○図で書けたけど，何分の何と

表現できない。 

○Ｃの方が簡単でいい。 

○Ｂの方がわかりやすい。 

○Ａの方が説明はしやすい。 

・
 

 
ℓと考えた理由を考

え，間違いやすい「よ

い間違い」として認め

ていく。 

・根拠をあげて説明でき

るようにする。 

・隣同士のフリートーク 

【知】通分して

単位をそろえれ

ば，同分母分数

の計算と同じよ

うに計算できる

ことがわかる。 

・図方式，倍数方式，通分方

式の順で説明する。 

・自分が試してみたい「おす

すめ」の解き方を選ぶ。 

●自分の考えと比べてみるこ

とができない。 

●話し合いに参加することが

できない。 

・それぞれの“よさ”を

見つける対話（は・じ・

き・どん） 

・板書の工夫（強

調・ふきだし） 

6 類似問題を解く。 

 

 
 
 

 
 

・解き方を選び，問題を解く。 

・よさの確認（答え合わせ） 

○他の考え方で解ける。 

○「Ｃの方がかんたん，はやい」 

○「Ｂもやりやすい」 

●解くことができない。 

・より良い方法を選ぶこ

とで，多様な考え方を

比べさせる。 

・隣同士で確認し合う。 

 

 

ま

と

め 

7 まとめ 

・異分母分数のたし算の方法

をまとめ，既習の内容との

つながりを理解させる。 

○「分母をそろえて計算する」 

○整数や小数のたし算でも基

本単位のいくつ分で考えて

いることを理解させる。 

・通分する根拠を明確に

する。＝同じ単位同士

（仲間同士）でないと計

算できない。 

 

9 算数日記を書く。 

・感想だけでなく，「自分に向

けての感想」「めあて」に向

けての日記を書く。 

○わかったことや解き方を書

いていたり，自分の成長，変

化を書いている。 

●感想だけを書いている。 

・本時のめあてを確認し，

日記を書く方向性を確

認し，板書を見直すよ

うに助言する。 

 

 

Ⅶ 仮説の検証 

１ 具体仮説①の検証 

問題把握の場で，既習事項について視点を明確にした対話を行うことにより，既習とのつながり

がわかり，学習の見通しを立てることができるであろう。 

   視点を明確にした対話とは，既習とつながりについて考え，問題になっていることが何かを見つ

け出していく対話である。具体仮説①についての検証は，下記のように計画を立て実施した。 

    

 検証の視点（目標行動） 育てたい力 

1

時 

・分数の大小比較で，分子も分母もそろっていないから比べられないことに気づく。 

・同じ大きさの分数（同値分数）を活用すればいいことに気づく 

「情報を整理する力」 

「関係づけて考える力」 

「解決の見通しを持つ

力」 

5

時 

・異分母であることに気づき，「通分」すればいいことに気づく 

・「理由を説明することができるか。」 

仮説③の検

証 

既習の内容

と本時の内

容のつなが

りに気づい

たか。 

 

 

 
＝
   

   
＝
 

 
 

 

 
＝
   

   
＝
 

 
 

 

 
 
 

 
＝
 

 
 

 

 

仮説②の検

証 

よさを見つ

け、問題を選

択すること

ができるか。

解き方のよ

さを表現で

きるか。 

 

3

6
+

2

6

6

＝
5

6

3

×３

×２

1

2
＝

2

4

1 2
＝

×２
×３

×２

3
＝

6

×２
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（1）第 1 時「異分母分数の大小の比べ方を理解する。」 

     －授業記録より－ 

既習の分数の大小比較をピザの写真を用いて比べ，その後フラッシュカードで，①「
 

 
と

 

 
」・

②「
 

 
と

 

 
」という問題で大小比べをした。次に，本時の課題である③「

 

 
と

 

 
では」と問うと，「分

子も分母が違うからむり」という意見があり，比べる方法について考えさせた。 

①は「分子で」②は「分母で」と何で判断するのかを明らかにした後，③は「分子でも分母で

も比べられない。」という発言から「分子，分母どちらかがそろっていないと比べられない」と

いうことに気づいた。①②の視点と比較し，考えていくことで「何が問題になっているか」を捉

えられた。 

－算数日記より－ 

  

 

 

 

 

（2）第 5 時「異分母分数のたし算の仕方を理解する。」 

－授業観察から－ 

問題文に□・○を用い，整数＋整数，小数＋小数，

同分母分数の加法の流れで，フラッシュカードで確

認し，問題の理解と既習事項とつなぐことをイメー

ジさせた。 

「
 

 
 
 

 
」の問題を提示すると，「

 

 
」「

 

 
」「 」と予

想が返ってきた。その後，各自教材と向き合い，予想

をたてさせたが，すぐに通分に気づいている子がいた

反面，何が問題になっているのか悩んでいる子がい

た。 

「分母が違うからできない」というつぶやきに子ども同士が応答し合い，「同値分数」⇒「通

分」という類推的な考え方を活用して解決の見通しを立てた。つぶやきを児童同士がリレーのよ

うにつなぎ，説明していくことで焦点が絞られていった。またノート（既習）にヒントがあるこ

とに気づき，見通しを立てることができた子もいた。 

〈予想を立てることができた－（18名），予想を立てることができなかった－（3人）〉 

 

－算数日記より－ 

 

 

 

  

（3）算数日記の記述内容の比較から        

「何が問題になっているのか」の記述内容 

ａ 何が問題になっているのかを読み取り，学

習の見通しを立てることができた 

ｂ 対話から，何が問題になっているのか理解

し，学習の見通しを立てることができた 

c  記述なし（測定不可） 

ａ・ｂの割合の変容にそれほどの差はないが，

ｃの割合が減ってきている。 
 

14% 10% 10%

33%

45%

38%

52%

45%

52%

0%

20%

40%

60%

第1時 第5時 第８時

情報を整理・読解力

c

b

a

今日は，分母の違う分数のたし算の勉強でした。「1/3+1/2」の問題でした。はじめぼくは，分母が同じ分

数のたし算のように分子だけではなく，分母もたすんじゃないかと思いました。だけど，ＨさんとＫさんが

「通分して同じ分母のときにたせばいいんじゃないか」と言っていたので，「あっはぁ～（なるほど）」と

思いました。 

今日は，分数の大きさを比べる勉強をしました。「2／3 と 3／4 はどっちが大きいか」という問題でした。は

じめ私は，あまりはっきりとわかりませんでした。なぜなら，分子と分母の数が違うからです。でもＳさん

が「分母の数を同じにすればいいよ。」と言ったので，2／3 と 3／4 をどんどん変えていき，変えると大きさ

が比べられるということがわかりました。解き方のコツは，分母を変えていき，同じ数にするということで

す。 
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【考察】 

     第１時の「異分母分数の大小の比較」では，課題を読み取り，「何が問題になっているのか」

に焦点を絞っていくために，「分母が同じ場合」，「分子が同じ場合」と比べる対話を行った。比

較する対象があることで「異分母であること」に焦点が絞られた。第５時では，「分母が違うか

らできない」というつぶやきに，他の児童が応答することで焦点が「通分」に絞られていった。 

児童の言葉を媒介として「何が問題なのか」という問いを焦点化していく対話から，「キー

ワード」が見つかり，それをきっかけにノートをふり返る・教室掲示でヒントを探すなどして

学習の見通しをもつことができていた。教師は，比較できるような解き方を提示する等により，

対話の焦点がズレないようにした。また児童のつぶやきをひろい，つなげたり・復唱したり・

疑問点を全体に投げかけたりすることによって，児童は主体的に話し合えるようになった。 

児童自ら友達の考えに応答することができたことから，自力で学習の見通しを持てる子だけ

でなく，「何を手がかりにすればよいか」「問題は何か」があいまいな子にとっても，対話によっ

て問題の焦点を絞ることができたと考える。 

 

2 具体仮説②の検証 

 集団解決の場において，活用した考えを明確にした対話を行うことにより，筋道を立てて考える

ことができ，既習事項を活用するよさを実感することができるであろう。 

   活用した考えを明確にした対話とは，問題解決の根拠になる既習事項についての理解を深める対

話である。具体仮説②の検証については，下記のように計画を立て実施した。 

 

（1）第３時「通分の仕方を理解する」 

－授業記録より－ 

〈友達の考えを読み取る対話〉 

自力解決の後に，黒板前で「友達の考えを読み取る対話」を行った。

図Ａ⇒Ｂ⇒Ｃの順で友達の考え方について読み取り，解き方の比較に

より，既習の通分についての理解を深めることを期待して行った。 

Ａの解き方について読み取る中で，「気づいたこと」について話し

合った。様々な気づきの言葉をうけ，「結局，分母と分子を同じ数で

倍にしているんじゃない」という発言があり，解き方をまとめた。 

Ｂの解き方については，児童が黒板で書き，他の児童はそれを読ん

で意味を理解していった。Ｍが解き方を説明していると，Ｙが「これ

は前にＳさんがやっていたやり方じゃない？」（第 1時）というつぶ

やきがでた。Ｙの発言を全体につなげ，第 1時の学習内容を想起させ

た。詳しい説明を促すと，Ｙが「Ｓさんが大きさ比べをしたときに分

母同士をかけていた。」と説明してくれた。 

Ｃについて提示すると，「3と 4の意味がわからない」と最小公倍

数をかけていることに気づいていない子が多かった。「隣同士で考え

てごらん」と協働して読み取り考えた。話し合い，読み取ったことを

説明してもらった。「最小公倍数は 24だから，24にするために 4を

かけて…」と説明され，考え方を確認した。 

 検証の視点（目標行動） 育てたい力 

3 時 ・多様な通分のしかたに気づく。 

・通分のためのよりよい方法に気づく。 

「関係づけて考える力」 

「よさに気づく力」 

「メタ認知能力」 5 時 ・異分母分数のたし算の仕方を理解できる。 

・よりよいとき方を選択し，問題を解くことができる。 

 
Ａ「倍分で公倍数を探す」 

 
Ｂ「分母同士をかけて探す」 

 
Ｃ「最小公倍数で探す」 
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〈よりよい方法を見つける対話〉 

よりよい方法（おすすめの解き方）を見つけるための規準とし

て，「は・か・せ・どん」（はやく・簡単に・正確に・どんなと

きでも）というキーワードで考えた。Ａ・Ｂ・Ｃを比べる中で，

Ｃが「はやい」という意見が出され，その根拠として「最小公倍

数だから」「Ｂは 2番目に小さい公倍数だから」と判断規準に既

習を挙げていた。公倍数の活用の仕方やよさについての対話とな

り，一人ひとりの「おすすめの解き方」を決めた。確かめ問題で

は，自分の選択した解き方を活用して，その良さを試した。 

〈自力解決での解き方（Ａ12人・Ｂ7人・Ｃ2人）⇒確かめ問題での解き方（Ａ0人・Ｂ2人・Ｃ19人）〉 

－算数日記より－ 

 

 

 

 

（2）第 5 時「異分母分数の加法の意味と計算の仕方を考え理解する。」 

   －授業記録より－ 

〈友達の考えを読み取る対話〉 

      図Ａ⇒Ｂの順で友達の考え方を対話を通して読み取っていっ

た。既習の通分が活用できることについての理解を深めること

を期待して対話した。   

Ｈの考えを提示すると，式の書き方が明瞭ではなかったため，，

自力では読み取れない子が多かった。そこで隣同士での対話で読

み取っていった。その後読み取ったことを説明してもらった。

「
 

 
は通分したら

 

 
になって～」と解き方の説明の途中で，説明

を聞いていたＡ児が「あ～，通分ってそういう意味か」というつ

ぶやきがあった。既習の通分を活用する意味や通分の意味の学び

直しになっていると考えられる。 

二つ目のＫさんの解き方については文章で説明されていたの

でほとんどの子が理解していた。さらに「これって，この前（第

3時）のＣ方式だよ」というつぶやきがあり，「Ｃ方式って？」

と投げかけ，既習の大小比較の考え方（Ｃ方式）とＫさんの考え

のつながりを説明してもらった。 

 〈友達の考え方の続きを考える対話〉 

      「
 

 
・

 

 
・

 

 
・

 

  
」まで書いており，続きを全員で確認しながら解

いた。「
 

  
」の倍分では，「

 

 
」までの確認した時にＳが「ここまで

で終わり，もう続かないよ。」という発言があったが，Ｍが「
 

  
に

印がついているから，分母が 12になるまで倍にしないと！」と

Ｒの考え方を受け止め反論していた。Ｈも加わり「式も
 

  
まで書

いてあるから･･･」と話し合っていた。友達の考え方に寄りそい，

解き方を読み取ることができた。答えが「
  

  
」であると確認した

あと，「答えがちがうよ？こまったね。」と他の答えと比較させ，「約分」に気づいた。 

〈より良い方法を見つける対話〉 

Ｈさんの解き方は「はやく・簡単・正確・どんなときでも使える。」という意見が出され，

Ｋさんの解き方については「簡単・正確・どんなときでも」という意見になった。「Ｋも早いよ」

という意見もあったが，自分でよさを判断して「おすすめの解き方」を決め，「確かめ問題」で

確認した。自力解決での解き方（①図－3人 ②Ｈの考え方（倍分）－13名 ③Ｋの考え方－4

人）⇒確かめ問題での解き方（①図－0人 ②Ｈの考え方－11人 ③Ｋの考え方－9名）。 

〔Ｈの考え〕 

 

〔Ｋの考え〕 

 

〔Ｒの考え〕 

今日は通分の仕方を勉強しました。最初、私は公倍数をわざわざたくさん書いてやっていました。でもＹさん

のやり方（Ｃ）をみて、「こんなにカンタンな方法があったんだなぁ～」と思いました。はやくて、カンタンで正確

で、どんなときもできる方法を使おうと思います。 
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確かめ問題の解答後，自分の選択した方法につい

ての感想で，Ｈさんの方法について「時間かかる

なぁ～」というつぶやきがあり，実際に活用してみ

てよさに気づいた子もいた。Ｃ2の「Ｈさんのやり

方をもっと簡単にできる。」という発言があり，Ｃ

2の考えをＣ3が説明した。 

説明の途中で，Ｃ4の「そうしたら，Ｋさんと同じ

になるんじゃないか？」という意見がだされ，倍分

していく考え方と分母同士かける考え方のつながり

を理解することができた。教師の意図した対話の場

ではなかったが，主体的に他の子の考えに応答し合

う場になった。隣同士での対話だけでなく，他のグ

ループや学級全体に説明したりする姿がみられた。 

 

（3）算数日記の記述内容の比較から 

「解き方の根拠を記述しているか」 

ａ－解き方の根拠を，既習事項を使って説明している。 

ｂ－対話やもとに解き方の根拠に気づいた。 

ｃ－記述なし（測定不可） 

ａ・ｂの大きな変容は見られないが，ｃが減っ

た。問題解決の方法について，何を根拠にしてい

るのかがとらえられていると考えることができる。 

 

「それぞれの考えのよさ」・「比較する基準」の

記述があるか。 

ａ－よさについての記述・比較する基準を書いている。 

ｂ－対話やヒントをもとによさや基準に気づいた。 

ｃ－記述なし（測定不能） 

第 3 時・5 時は「は・か・せ・どん」を基準に

した記述が多かった。解き方のよさについて主体

的に考えたことがわかる。 

【考察】 

第3時においては，自力解決の場で選択した方法と，対話後の確かめ問題を解く方法に変容が見

られた。最小公倍数による通分と公倍数による通分を比較することで，最小公倍数のとらえ方や

活用の仕方などの「まとめ直し」がなされため，よさを実感できたと考える。 

また第1時の学習につなげて考えた子がいたことは，既習の活用を意識していると捉えることが

できる。 

第5時においては，異分母分数のたし算の意味や，通分する理由については理解できたと考える

が，よりよい通分の方法についての変容は尐なかった。しかし図で考えていた子はいなくなり，

倍分で考えていた13名中5人が，確かめ問題で分母同士をかける方法を選択していることから理解

の深まりを見取ることができる。第3時で学んだ通分の方法の習熟がさらに充実していれば，解き

方のよさを十分に実感できたと考える。 

友達の考えを読み取る対話では，気づいたことや疑問に，児童同士が応答し合うことで，友達

の考え方にそって読み取ることができ，考えることができた。解き方のよさを判断する対話では，

既習事項の活かし方についての話し合いになったことで，既習事項についての学び直しになり，

意味理解が広がったととらえることができる。 
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第１時 第３時 第５時 第８時
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19%
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100%
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よさ・比較する力

a

b

c

Ｃ1「時間かかるな～」 

Ｔ「そうだね。時間かかっているね。」 

Ｃ2「でも、先生！ Ｈさんのやり方でもはや

くすることできるよ」 

Ｔ「早くすることができる？」 

Ｃ3「うんできる。1/2 と 1/7だけど、先に 1/7 

から考えて、2倍したら 2/14になるさ～。

1/2 で分母が 14 にあてはまるのを考えた

らいいさ」 

Ｃ4「えっ、まって、まって。そしたらＫのや

り方と同じになるんじゃないか？」 

Ｔ「Ｈさんの方法とＫさんの方法が同じな

の？」 

…間… 

Ｃ2「あっはぁ～（なるほど）、同じだ」… 
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確かめ問題後の対話が，問題を解決することだけでなく，問題解決の過程に視点をおいた対話

であったことから数理的な処理のよさを感じ取っていることがわかる。 

しかし学級全体につなげる教師の

発問や言葉かけが弱く，よさを学級全

体で共有することが十分とは言えな

かった。適用して初めてわかるよさに

ついて対話する場を，意図的に設定す

ることができれば，既習を活用するよ

さや考え方のよさを深く実感するこ

とができたと考える。 

3 具体仮説③の検証 

 まとめ，ふり返る場において，自分の使った既習事項や友達の考えのよさをふり返ることにより，

学んだことを学習に生かそうとする意欲を持たすことができるであろう。 

本時の学習で自分の見方や考え方の変化についてふり返ること，学んだことと既習事項つながりに

気づかせることについて検証した。具体仮説③の検証計画を下記のように立てた。 

 

（1） 第５時「異分母分数の加法の意味と計算の仕方を考え理解する。」 

   －授業記録より－ 

〈既習の学習とつなぐ説明〉 

異分母分数のたし算の仕方は「分母を通分して計算する。」と子どもたちの言葉でまとめた。

まとめる中で「同じ仲間じゃないと足せないから」という言葉から，「基本単位のいくつ分」と

いう単位の考えにつなげたかったが，「整数・小数のたし算の筆算」と同じで，「同じ位同士で

計算していること。」までの確認にとどまった。その後算数日記で学習のふり返りを書く活動を

行った。 

 

（2） 算数日記の記述内容の比較から 

「問題の解き方・考え方の変わり方」・「変わっ

た要因は何か？」という記述があるか 

ａ－考え方に変化はあるか，変わった要因は何か？ 

ｂ－考え方に変化はあるか。 

ｃ－記述なし（測定不能） 

考え方の変化の記述として，「～さんの考え方」な

どきっかけになった考え方の内容の記述が多くなっ

ている。自力解決での自分の解き方の記述が多い。 

 

－授業記録より－ 

 

    

 

 【考察】 

一時間の学習を板書に沿って，ふり返ることによって学習の流れを確認することはでき，自
分の考えの変化に気づくことができたと考える。第 5時では，「同じ仲間じゃないから」「異分
母だから計算できない」ということから，「基本単位のいくつ分」という既習の考え方につなげ
ようとした。既習の考え方とのつながりまで深められなかったことが課題であるが，学んだこと
を活用しているという意識は持つことができたと考える。 

 検証の視点（目標行動） 育てたい力 

1・3・5・8 時 ・自分の考えの変化に気づけたか。 「関係づけて考える力」 

「メタ認知能力」 5 時 ・単位の考えにつなげて考えることができたか。 

・自分の考えの変化に気づけたか。 
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メタ認知・自己評価能力
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今日は、｢分母が違う分数のたしざん」について勉強しました。はじめ僕は、2/5だと思いました。なぜなら、

問題が 1/3 と 1/2 だから、ふつうにたせばできるかなぁ～と思ったからです。でもＨさんの図を見て、分母

が同じじゃない分数は通分して分母が同じになったらたせばいいということがわかりました。 
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4 事前・事後テストから 

 検証前後で児童の論理的な思考力や表現力の変容を捉えようと，自作テストを作成し，児童の説

明の仕方から，どう変容したかについて分析した。 

同分母分数の加法の仕方と意味（4 年：既習事項事前）と異分母分数の加法の仕方と意味（5 年：本単元事後） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

【考察】前後の比較から，誤答または無答が 8 名

いたのに対し，検証後では，それが 0 になってい

る。さらに分数の加法の意味等の考え方の説明を

書いた子・計算の仕方などの技能について説明し

た子，ともに増えた。問題の文脈からは，「考え方」

についてどれだけわかりやすく説明できるかが技

能の説明よりも適切であると考える。 

検証前後の変容の様子から，検証前に「考え方」

の説明を書いていた 8 名の子は検証後においても

「考え方」の説明を書いている。検証前は「技能」の説明を書いていたが，検証後では「考え方」の

説明に変わった子が 2 名，変わらず技能の説明が 3 名であった。児童の記述からは，問題の解き方，

考え方を図や文を使って説明することになれ，工夫しようとする姿勢が見られる。さらに異分母分数

のたし算の計算の仕方について，計算の根拠や考え方について対話したことで，問題の解き方だけで

なく，考え方の意味の理解が深まったため，「考え方」を書く児童が増えたと考える。説明の仕方な

どに十分でない点がみられることや説明が明瞭，簡潔でない点もあり，これからの課題と言える。 

 

 

（図で説明⇒言葉と式で説

明） 

 分母の意味の理解が深

まったと考えられ，自分の

見方で，自分なりの言葉で

説明することができている。  

 

（言葉で説明⇒言葉と図で

説明） 

 わかりやすく説明するた

めに，言葉だけでなく，図

も活用している。分母につ

いての意味理解は広がった

ため図でも説明できるよう

になったと考えられる。 

 

6 次の質問に答えてください。

3 3

　４年生の妹が、がんばりノートをしていました。すると

「なんで、分母が同じ分数のたし算は、分母はそのま

まにして、分子だけをたしても良いの？」と聞いてきま

した。あなたは、どのように教えてあげますか？その理由

を書いてください。

1 1 2
＋ ＝

3
 

6

1

　子ども教室でがんばりノートをしていました。す

ると友達が「なんで、分母がちがう分数のたし算

は、分母をそろえて、計算しないといけない

の？」と聞いてきました。あなたは、どのように教

えてあげますか？その理由を書いてください。（言

葉や式、図などをつかって説明してもかまいませ

ん。）
1 1 2 3 5

＋

次の質問に答えてくださ

い。

6
＝ ＋ ＝

3 2 6

 

（検証前）                 （検証後） 

 

12

8

9

5

0

8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検証後（人）

検証前（人）

論理的思考力
考え方の説明 技能（解き方）の説明 誤答・無答
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5 ノート・算数日記の記述から 

算数ノートや算数日記の記述を観点を決め，検証する。 

○情報の整理，読解力 ○関係づけて考える力 ○数理的な処理のよさ・比較する力 ○メタ認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

算数日記の記述の内容として，自分の考えだけではなく，他人の考えについて自分が思った

ことを書いている子が増えた。また解き方の手順についてふり返る子が増えてきた。算数日記が

学習の足跡を記す道具として活用され，自分の学習の様子を考える材料となってきている。 

○ 情報の整理，読解力については，「その時間に学習したこと」，「何が問題になっているの

か」についての記述が増えた。問題構造に意識が向いていることと捉えられる。 

○ 関係づけて考える力については，問題解決に活用した考え方についての記述が多かった。これ

は，既習事項の理解が広がったことになると考える。 

○ 数理的処理の良さについては，多様な考え方のよさが書かれていた。よさの判断基準の記述が

多かったことから一般化していく方法についての理解できたと考えられる。 

○ メタ認知については，考えの変化を書いている子は次第に多くなっていることから，自分の考

え方についてモニタリングできていると言える。 

6 アンケートの結果から 

〈問題把握・学習の見通しをもつ〉 

「あてはまる」「ややあてはまる」の割合は前

後で変化がなく。「あてはまらない」と答えた子

は，「あまりあてはまらない」に移動した。問題

把握や学習の見通しを持つことができるように

なったと考えられるが，既習とのつながりが理

解できず，学習の見通しを立てられない子もい

た。 

 〈読み取る力・多様な考え方の理解力〉 

友達の発表や説明を聞いて理解することがで

きるかについての項目である。「あてはまる」「や

やあてはまる」の割合が，86％から 90%に伸び

ている。友達の発表を聞こうという意欲は高い

と思われる。聴き合うことに慣れてきたことが

要因の一つとして挙げられる。 

男子（Ｒ児）〈第 1 時〉⇒〈第 8 時〉 

 

 

 

 

 

 

 

女子（Ｉ児）〈第 3 時〉⇒〈第 8 時〉 

 

 

 

 

 

 

 

女子（Ｍ児）〈第 3 時〉⇒〈第 8 時〉 

「今日は，分数について勉強しました。「2/3と 3/4は

どちらが大きいか」という問題でした。はじめ，ぼく

は 3/4 が大きいと思いました。なぜなら分母を見て気

づいたからです。でもＳさんが，比べられるまで計算

したらと言ったので分りました。 

今日のテーマは，「分母の違う帯分数の引き算のしかた

がわかる」でした。今日の難しい問題は，2 1/2－1 5/6

です。問題をやって思ったことは，今までやったこと

を全部やっていました。 

今日は，通分の仕方について勉強しました。問題は「5/6

と 7/8 を通分しよう」でした。解き方は，Ｍさんの公

倍数を使う解き方でしました。でもＫさんの発表で，

簡単に正確にはやくできる解き方がわかりました。 

今日は，分母の違う帯分数の引き算の仕方について勉

強しました。最初は帯分数のひきざんってどうやって

解くのかなぁって思ったけど，帯分数を仮分数に直す

やり方をやったり，整数同士・分数同士計算するやり

方をやったりして，整数同士・分数同士計算するやり

方が簡単でした。 

今日は，通分の仕方を説明する勉強をしました。はじ

め私は，最初に習ったようにどんどんかけていきまし

た。でもこの前Ｓさんが言っていた通分の仕方を理解

できたので，早く解くことができるようになりまし

た。 

今日は帯分数－帯分数のひき算をしました。「フツ―

にひけばいいんじゃない？」と思っていたけど，2 

1/2- 1 5/6のように 2 1/2 の方が大きいのに通分す

ると分数部分が小さくなるのもありました。その時

は，整数を一つ分数に直すと簡単にできました。 
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〈数理的な処理のよさについて〉 

多様な考え方を，簡潔，明瞭，一般という観

点で比較することができるかを問う項目である。

「あてはまる」「ややあてはまる」が 71%から

86%へ増えた。考えの違いを比較する方法の理

解が高まったことが要因と考えられる。 

 

 

Ⅷ 研究の成果・課題・対応策 

 1 成果 

 ・児童の言葉をつむぎ合わせていく対話を授業の柱に据えたことにより，児童は他の発言やつぶや

きについて応答し，一緒に考え，その中に含まれるアイディアを共有することで，考えを深める

ことができた。 

・解決方法について対話することによって，習得した知識・技能を問題解決に活かしていることを意

識することができた。 

・他者の解き方を読み取り説明することが，解き方の根拠を既習事項に置き，多様な考え方のよさを

判断することにつながり，筋道立てて考えることができた。 

・自力解決と対話後の解決の方法に変化が見られ，児童が主体的に考え，判断し，よりよい解決方法

を選択することができた。 

・一時間の学習を板書に沿って，算数日記でまとめる活動によって，学習の流れを確認することがで

き，自分の考えの変化に気づき，学んだことを学習に生かそうとする意欲を持つことができた。 

2 課題 

・対話をつなげる教師の言葉かけと思考をつなげる板書 

・活用する事で習得した知識・技能の習熟を図る指導計画の見直しと場の設定 

・多様な考えを引き出す問題と問題提示の方法 

・筋道を立てて考えを伝えるための発表や対話のスキル 

・学んだ知識技能を活用するよさをさらに深める対話 

3 対応策 

・思考を整理する板書の構造化 

・学んだ知識・技能を活用する時間と，知識・技能の習熟を図る時間を考慮した単元指導計画の作成 

・多様な考えを引き出す教材・教具と問題提示の工夫 

・ノート指導など，論理的な思考を促す「書く力」を高める指導の充実 

・活用するよさについて対話する場の充実 
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